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2023年 4月 7日 

私立大学図書館協会 

東 地 区 部 会 

加盟大学図書館 御中 

私 立 大 学 図 書 館 協 会 

東地区部会研究部担当理事校 

専修大学図書館 

 館長 廣瀬 玲子 

[公印省略] 

2023年度東地区部会研修会のご案内（通知） 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は私立大学図書館協会東地区部会の活動に対し格別のご理解とご協力を賜り、厚く

御礼申し上げます。 

昨年度から始まりました、新たな研修制度について、今年度はスキルアップ研修に 3つの

コースを追加して、全８コースで実施することとなりましたので、下記の通りご案内いたし

ます。 

つきましては、貴館の関係者にご周知くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては私立大学図書館協会東地区部会のホームページ

（https://www.jaspul.org/east/news/2023/）に掲載しておりますので、ご参照ください。 

敬具 

記 

1. 開講期間 2023年 4月から 12月の期間

2. 募集人数 各コース 25名

3. 受講条件 （1）私立大学図書館協会東地区部会加盟大学の図書館に勤務する者

（2）所属機関長の承認を受けていること 

4. 申込方法 参加申込フォームよりお申し込みください

https://forms.gle/zqGaniwFRpbnjCkC6 

5. 締め切り 2023年 4月 21日（金）

6. 問合せ先 私立大学図書館協会東地区部会研究部担当理事校

専修大学図書館（担当：飯泉、野村） 

Tel 03-3265-8339 

E-mail eastlib@acc.senshu-u.ac.jp 

以上 
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２０２３年度 私立大学図書館協会東地区部会 

研修会実施要項 
 

1. 研修の目的 

近年、大学図書館では人事異動や業務委託の導入等により、図書館業務に携わる人

員の流動性が非常に高まり、変化の著しい業務知識や経験・ノウハウ等の継承が困難

な状況に直面しております。これまで、私立大学図書館協会東地区部会では、研究分

科会や研修分科会といった単年度から複数年に渡る研修体制を用意し、サポートして

きましたが、研究分科会活動の低迷といった状態が続いておりました。このような状

況を踏まえ、昨年度より私立大学図書館協会東地区部会では、各図書館の抱えている

これらの課題を軽減すべく、これまで実施してきた研究分科会と研修分科会の体制に

代わる新たな研修体制を準備し、各大学図書館での学習支援体制向上のサポートを開

始しました。 

 

2. 主催、運営管理 

私立大学図書館協会東地区部会 

 

3. 実施、運営 

特定非営利活動法人 大学図書館支援機構（ＩＡＡＬ） 

 

4. 受講コース（詳細の内容については各案内をご参照ください） 

（１） 初任者研修 

主に図書館勤務初年次職員を中心に大学図書館における様々な業務や問題のに

ついて知る場として、また、初任者同士の横のつながりを創出する場としてい

きます。 

 

（２） ＰＢ（Problem Based）研修 

初任者研修に続く研修として、参加者が持っている業務に関する問題・課題意

識を参加者同士で共有し、コーディネーターやファシリテーターと共に解決方

法から学び、習得し、実践を通して解決・改善する場としていきます。 

 

（３） スキルアップ研修 

初任者研修に続く研修として、図書館業務個別の問題・課題に対し、発展的に

学び知見とノウハウを深めていきます。更に、主体的に解決していくと共に効

果的に成果を公開していくための能力を身につける場としていきます。 

 

5. 受講方法 

オンラインでの研修がほとんどですが、一部のコースは対面で実施します。詳細は各

案内をご参照ください。 

 

6. 受講期間 

２０２３年５月～１２月の期間 

※スキルアップ研修は講師と参加者間の調整により期間や実施の回数等は変更します。 

※１２月に研修報告大会を実施します。 
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7. 募集定員 

１期 各コース２５名 

※双方向型研修のため人数制限があります。定員を超えた場合は研究部にて選考させ 

ていただきます。 

※定員に余裕がある場合は追加募集を行います。 

 

8. 受講対象者 

私立大学図書館協会東地区部会加盟大学の図書館に勤務する方を対象とします。 

※専任・非専任は問いません。ただし、所属機関長の承認・了解が必要です。 

 

9. 受講料 

5,000 円 

※私立大学図書館協会東地区部会研究部に銀行振込 

 

10. 申込方法 

受講希望者は別途お知らせ予定の URL にアクセスし、お申し込みください。 

※お申し込みの際は、所属機関長の承認・了解を得てください。 

申込期限 ２０２３年４月２１日（金） 

 

11. 受講者の決定 

受講者の決定については５月中旬に各所属機関長と受講者に通知します。 

 

12. 問合せ先 

私立大学図書館協会東地区部会研究部担当理事校 

専修大学図書館（担当：飯泉、野村） 

Tel 03-3265-8339 

E-mail eastlib@acc.senshu-u.ac.jp 

 

13. 注意事項 

（１） 申し込み後に参加できない事情が生じた場合は、速やかに研究部担当理事校ま

でご連絡ください。 

（２） 研修内でのディスカッションやアンケートの内容は、東地区部会研究部が作成

する報告書、広報資料、ホームページ等に使用する場合がありますのでご了承

ください。 

（３） ご提供いただいた個人情報は、当研修の実施に関する連絡等に利用します。取

得した個人情報は、上記の目的以外で利用することはありません。（但し、法

令等により提供を求められた場合を除きます。） 

 

以 上 

mailto:eastlib@acc.senshu-u.ac.jp


研修研修

開催は年4〜6回

8つの研修から、
深めたい分野を選べる

参加者募集

私⽴⼤学図書館協会東地区部会

参加希望者はQRコードまたは以下のURLよりお申込みください。

https://forms.gle/zqGaniwFRpbnjCkC6

お問い合わせ先：私⽴⼤学図書館協会東地区部会
        研究部担当理事校 専修⼤学
        Email：eastlib@acc.senshu-u.ac.jp

2023年度

初任者・PB・スキルアップ

申込期限：2023年4月21日（金）

基礎習得＆仲間作り！ 課題解決型学修！ 書誌学的知識を得る！ 実践に繋げる！

電子リソースの基礎！ 世界標準を知ろう！ 医学系情報リテラシー NCR2018が分かる！

1回2〜4時間

12月に研修報告大会を開催！

https://forms.gle/zqGaniwFRpbnjCkC6


私立大学図書館協会 

東地区部会研究部 

2023 年度初任者研修コース案内 

１．概要 

研修コース名 初任者研修 

期間 全 4 回。以下を予定しています。 

【第 1 回】6 月、【第 2 回】8 月、【第 3 回】10 月、【第 4 回】11 月 

曜日・時間 主に金曜日・13 時～17 時（途中休憩約 10 分を挟む） 

担当者 高野 真理子（大学図書館支援機構） 

 

２．詳細 

到達目標 この研修では、専任の大学図書館職員に求められるマネージメント力と、知識

を自ら探求し、現状を多角的に分析、評価して業務を遂行する能力を身につけ

ることを目標とします。 

各回内容 他大学の図書館員とも交流する中で図書館のパフォーマンス向上に必要な幅広

い視野を養い、大学図書館の現状についての理解を深めます。また，図書館の

DX に必要なスキルの習得を目的とした実習を行います。 

具体的には電子資料（電子ジャーナルや E-Book）、学修支援、研究支援、レフ

ァレンス、データライブラリアン、委託外注、企画広報、等々さまざまなテー

マで、専門家の講演を聞き、事前課題とグループ討議や実習から実践的な能力

を養います。 

【第 1 回】情報リテラシーを支える図書館員のレファレンス力 

【第 2 回】バーチャルライブラリーツアー動画試写会（または見学ツアー） 

【第 3 回】電子リソースの達人を目指して 

【第 4 回】学生協働を活かすには 

＊夏季見学ツアーの実施は参加者とご相談して決めます。 

事前課題 あり 

実施形態 Zoom オンライン形式・集合形式 

研修報告大会 12 月中旬頃に開催（登壇あり） 

 

３．受講条件 

資格・経験等 大学図書館業務初任者 

環境等 受講の際にはインターネットに接続できる環境とブラウザー（Zoom，

OneDrive 等を使用します） 

 

以 上 



私立大学図書館協会 

東地区部会研究部 

2023 年度 PB 研修コース案内 

１．概要 

研修コース名 PB (Problem Based) 研修 

期間（回数） 全 6 回。以下を予定しています。 

【第 1 回】6 月、【第 2 回】7 月、【第 3 回】8 月、【第 4 回】9 月、【第 5 回】10 月、

【第 6 回】12 月 

曜日・時間 オンライン形式・金曜午後 1:30-4:30（途中休憩約 10 分を挟む） 

担当者 高野 真理子（大学図書館支援機構） 

 

２．詳細 

到達目標 各大学図書館で抱える問題や，より良いサービスに向けた課題を参加者（受講者）間

で共有し，参考になる知見を集め，解決に向けたアイデアを出し合う機会を提供する

課題解決型（Problem Based）の研修です。課題は参加者自身の問題意識や関心に合

わせて設定します。パブリックサービス，テクニカルサービスどちらの課題でも構い

ません。例えば，図書館が行うイベントについて，電子資料（収集・整理・利用）に

ついて，オンラインレファレンスについて，機関リポジトリについて，著作権や ILL

について，2022 総合的発見環境について…等々です。アドバイザーが課題解決の技

術的支援と，効果的な成果発表方法をレクチャーします。 

業務において，発展的な問題意識を持ち，他の大学図書館とのコミュニケーションを

通して，自己解決力をつけることを目標とします。また，その成果を実務に活かし，

大学図書館サービスの向上に寄与することを目的とします。 

各回内容 参加者の課題意識・関心に応じて PBL (Problem Based Learning)のテーマを設定し、

進捗に応じた各段階で、全体での発表と討議・情報交換を行い、研究を進めます。 

第 1 回 研修ガイダンス，課題・グループ設定，研究方針計画 

第 2 回 課題検討，進捗発表 

第 3 回 課題検討，最終発表会 

第 4 回 後期課題・グループ設定，研究方針計画 

第 5 回 課題検討，進捗発表 

第 6 回 課題検討，最終発表会 

実施形態 オンライン形式 

研修報告大会 12 月中旬頃に開催（登壇者を研修内で募ります） 

 

３．受講条件 

資格・経験等 図書館サービスに前向きな課題意識を持っている方なら，資格を問いません。管理職，

中堅職員，図書館業務経験の浅い方も，一緒に課題に取組んでいきましょう。 

環境等 受講の際にはインターネットに接続できる環境とブラウザー（Zoom，OneDrive 等

を使用します） 

 

以 上 



私立大学図書館協会 
東地区部会研究部 

2023 年度スキルアップ研修（和漢古典籍）コース案内 
１．概要 
研修コース名 スキルアップ研修（和漢古典籍） 

期間（回数） 全 8 回 【第 1 回】5 月末、【第 2 回】6 月、【第 3 回】7 月、【第 4 回】8 月、 
【第 5 回】9 月、【第 6 回】10 月、【第 7 回】11 月、【第 8 回】12 月 

曜日・時間 対面式 13:15 から 2 時間超（第 2回目以降の曜日・開催日は第 1 回時に相談） 
担当者 小此木 敏明（立正大学古書資料館専門員・大学図書館支援機構） 

 
２．詳細 
到達目標 日本や中国で刊行された古典籍資料を所蔵している大学図書館は多いと思います。

図書館員として、それらの資料に関わる機会も出てくるでしょう。しかし、古典籍資
料の扱いには専門知識が必要となります。特に、書誌学的知識なくしては、その書誌
を作成することはできません。たとえば、書名をどこから取るか、刊記の情報を出版
年として採用してよいか、刊記がない場合の出版年をどのように推定するか、印記の
読解方法など、個人で学習するには難しい問題が数多くあります。 
本講習では、書誌学的知識を学ぶことで、古典籍資料の扱い方や書誌作成の能力を身
につけることを目標とします。 

各回内容 古典籍資料の扱い方や調書の取り方を学んだ後、調書を作成する実習を行います。 
その後、作成された調書の検討をしていきます。 
 
第 1回 工具書などの案内、基礎知識の解説 
第 2回 調書の取り方について、調書作成の実習 
第３回 作成された調書の検討、調書作成の実習。 

･･
･ （以下、第 2回以降の繰り返し） 

実施形態 対面式 

研修報告大会 12 月中旬頃に開催（登壇者を研修内で募ります） 

 
３．受講条件 
資格・経験等 和漢古典籍に関心がある人。資格・経験は問いません。 

環境等 会場（立正大学古書資料館）にて行います。 
 

以 上 



私立大学図書館協会 
東地区部会研究部 

2023 年度スキルアップ研修（RDA 3R）コース案内 
１．概要 
研修コース名 スキルアップ研修（RDA 3R） 

期間（回数） 全 4 回。以下を予定しています。 
【第 1 回】5 月、【第 2 回】7 月、【第 3 回】9 月、【第 4 回】11 月 

曜日・時間 オンデマンド・オンライン（金曜 13 時 30 分～14 時 30 分）のブレンド型 

担当者 高野 真理子（大学図書館支援機構） 

 
２．詳細 
到達目標 インターネットの普及で情報検索が日常化している中で，図書館情報サービスの根

幹は，組織化されたメタデータを使いこなす専門的な技術によって裏付けされたも
のでなければなりません。つまり，メタデータを組織化する技術を身につけること
が，的確に情報を利用・提供するスキルに結びつくといえます。実務として資料整理
業務を経験する機会は少なくなってきている状況があるとしても，図書館員は資料
組織化の最新技術を知っておく必要があります。このコースは，いわば，あらゆる図
書館業務を行う上での基礎体力ともいえる専門性のトレーニングコースです。 
世界的な書誌情報の最新技術が RDA : Resource Description and Access です。RDA
は，『英米目録規則』の後継として 2010 年に発表され，すでに欧米等ではスタンダ
ードになっていますが，日本では NDL（国立国会図書館）が 2013 年 4 月から洋資
料について採用された他には普及が進まず，その間に，RDA自体も刻々と進化しま
した。 
RDA は概念モデルとして FRBR を元にしていましたが，概念モデルを IFLA LRM : 
IFLA Library Reference Model に更新するための 3R プロジェクト（the RDA Toolkit 
Restructure and Redesign Project）が進められ，2020 年 12月 15日に正式版が変わ
りました。しかし，日本国内で 3R について学ぶ機会はほとんど見当りません。3R後
に，タームの多言語化・翻訳や，LC/PCC（機関ごとの適用細則）の参照等が充実化
している中で，日本のガラパゴス化が否めません。是非いっしょに RDA 3R の書誌
世界観を学び，世界で活用されている RDA 3Rを使ってみましょう。 

各回内容 本講習では，"Introducing RDA. 2nd ed." をやさしく解説します。RDA についてま
ったく知らないけど，これから学びたいと考えている方も参加可能です。 
第 1回・第 2 回 RDA 3R の世界 
第 3回・第 4 回 世界の RDA 3R 

実施形態 オンデマンド教材をいつでも事前視聴可＋Zoom オンライン形式での質疑応答と実習 

研修報告大会 12 月中旬頃に開催（登壇者を研修内で募ります） 

 
３．受講条件 
資格・経験等 国際標準が気になる人。資格・経験は問いません。 

環境等 Zoom ミーティングを行うインターネット環境があれば参加可能です。 

 
以 上 



私立大学図書館協会 
東地区部会研究部 

2023 年度スキルアップ研修（日本目録規則 2018 年版）コース案内 
１．概要 
研修コース名 スキルアップ研修（日本目録規則 2018 年版） 

期間（回数） 全 5 回。以下を予定しています。 
【第 1 回】6 /15（木）、【第 2 回】6/22（木）、【第 3 回】7/6（木）、【第 4 回】8・9 月
頃、【第 5 回】10・11 月頃 （第 4 回と第 5 回は NACSIS-CAT における NCR2018 適
用の検討状況をもとに決定します） 

曜日・時間 木曜午前 10時-12 時 
担当者 岡田 智佳子（大学図書館支援機構、武蔵野大学・聖徳大学非常勤講師） 

 
２．詳細 
到達目標 「日本目録規則 2018 年版」（以下「NCR2018」）が刊行されて 4年が経ちましたが、

今なお図書館現場からは「よく分からない」という声を聞きます。一方で、国立国会
図書館の JAPAN/MARCや図書館流通センターのTRCMARCなど、国内主要MARC
は既に NCR2018 適用済で、NACSIS-CAT も 2024 年度初めの適用に向けて検討が
進んでいます。  
本講座では，NCR2018 を参照するために知っておくべき基礎知識と、NCR2018 の
内容との 2 段階の構成により、「NCR2018 が分かる」ようになることを目的としま
す。 

各回内容 前半の 2回では，NCR2018を参照するための基礎知識を学びます（=基礎編）。  
後半の 3回では，NCR2018の各条項を具体例と共に学びます（＝実践編）。  
なお、本講座では講義の録画は行いませんので、欠席された場合は、講義資料の提供
のみとなります。 
第 1回 NCR2018 の基礎知識①「FRBR モデル」  
第 2回 NCR2018 の基礎知識② 

「NCR2018 の特徴-NCR1987年版との違いを中心に」  
第 3回 NCR2018 を知る① 「書誌の視点から-体現形・表現形の記録」  
第 4回 NCR2018 を知る② 「典拠の視点から-著作及び第 2 グループ」  
第 5回 NCR2018 を知る③ 「NACSIS-CAT におけるNCR2018 適用について」 

実施形態 オンライン形式 

研修報告大会 12 月中旬頃に開催（登壇者を研修内で募ります） 

 
３．受講条件 
資格・経験等 NCR2018 を基礎から学びたい人。資格・経験は問いません。 

環境等 インターネットに接続できる環境とブラウザー（Zoom を使用します） 
 

以 上 
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2023 年度スキルアップ研修ヘルスサイエンス コース案内 

１．概要 

研修コース名 スキルアップ研修（ヘルスサイエンスにまつわる情報検索） 

期間（回数） 年 6 回 

【第 1 回】6 月、【第 2 回】7 月、【第 3 回】8・9 月頃、【第 4 回】10 月、【第 5 回】11

月、【第 6 回】12 月 

曜日・時間 オンライン形式・平日 午後 3:00-4:30（途中休憩約 5 分を挟む） 

第 2 または第３水曜日（予定） 

担当者 眞喜志 まり（東邦大学・大学図書館支援機構） 

 

２．詳細 

到達目標 本講座では医科学領域の学術情報担当者を対象に EBM をベースにした情報検索知識

の習得を目的としています。利用者の目的を正しく理解し、選んで使いこなすために

は、医科学系領域の論文やそれに関する学術資料の特性を知る必要があります。 

また、データベース検索などで収集した情報の内容確認・情報整理などについてもご

希望があれば演習をしながら解説します。 

各回内容 図書館サービスの一つであるレファレンス、その中でもヘルスサイエンス領域におけ

るレファレンスについて、主に情報検索（データベース検索）を講義、ハンズオン、

ディスカッションを交えて行う予定です。 

第 1 回 ライフサイエンス分野における情報収集（EBM を意識した情報収集）、質疑 

第 2 回 そのほかの情報源（ライフサイエンス分野の情報収集における便利ツール） 

第 3 回 「職場で感染対策について情報提供を求められました」あなたはどうします 

か？換気・環境消毒（テーブルなどの消毒）・フィジカルディスタンスって必 

要ですか？ 

第 4 回 カウンターで「卒論で○○○について調べたいんですが、どうやって探せばい 

いですか？」と相談を受けました。あなたはどうしますか？→職場で悩んだ事 

例を持ち寄り下さい。 

第 5 回 「文献レビューをしたい」と相談を受けました。どういうポイントに気をつけ 

て相談に乗りますか？ 

第 6 回 何度も同じ文献取り寄せ依頼をしてくる利用者がいます。どのようなフォロ 

ーができそうですか？ 

実施形態 オンライン形式(Zoom) 

研修報告大会 12 月中旬頃に開催（登壇者を研修内で募ります） 

 

３．受講条件 

資格・経験等 ヘルスサイエンス情報に関心がある人。資格・経験は問いません。 

環境等 Zoom ミーティングを行うインターネット環境があれば参加可能です。 

 

以 上 
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東地区部会研究部 

2023 年度スキルアップ研修（学生協働）コース案内 

１．概要 

研修コース名 スキルアップ研修（大学図書館における学生協働を考える） 

期間（回数） 全 4 回 

曜日・時間 オンライン形式・月 1 回 土曜日午後 4 時間程度（途中休憩を挟む） 

1 回目：6 月 17 日（土）13 時 00 分～17 時 00 分 

2 回目：7 月 15 日（土）13 時 00 分～17 時 00 分 

3 回目：8 月 19 日（土）13 時 00 分～17 時 00 分 

4 回目：9 月 16 日（土）13 時 00 分～17 時 00 分 

担当者 豊田 哲也（株式会社日本能率協会マネジメントセンター・大学図書館支援機構・元立

命館大学図書館） 

２．詳細 

到達目標 本講座は以下の 4 点を目的として開催いたします。 

（1）大学図書館における学生協働の意義について、改めて考える 

（2）講師および参加者同士による学生協働の事例紹介を通じて、自職場の学生協働に

おける「仕組み」、「学生とのコミュニケーション」をより良くするきっかけを得る 

（3）上記学生とのコミュニケーションをより効果的に行うためのスキルを学ぶ 

（4）研修での学びを自職場でどのように実践するかのアクションプランを立てる 

各回内容 本講座は、①講師による講義、事例紹介、②個人ワーク、③参加者同士のグループデ

ィスカッション、④全体共有、⑤総括という 5 つのセッションで組み立てます。各回

の詳細は以下の通りです。 

事前課題：大学図書館における学生協働に関する論文を読む 

１回目：大学図書館における学生協働の意義を考える 

（1）参加者自己紹介、本講座の狙いの説明 

（2）事前課題の解説 

（3）講師による大学図書館における学生協働のあり方の問題提起 

（4）グループディスカッション 

  (2)、(3)に対する感想交流と大学図書館における学生協働のありたい姿について 

（5）全体共有 

 （6）1 回目のまとめと 2 回目の進め方の確認 

2 回目：大学図書館における学生協働を考える【仕組み編】 

（1）1 回目の振り返りと 2 回目の目的説明 

（2）講師の学生協働の事例紹介 

（3）グループディスカッション 

  （2）に対する感想交流と自大学の学生協働の事例紹介 

（4）個人ワーク 

  （2）、（3）を踏まえて、自職場の学生協働の仕組みの課題と解決策を考える 
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（5）全体共有 

 （6）2 回目のまとめと 3 回目の進め方の確認 

３回目：大学図書館における学生協働を考える【学生とのコミュニケーション編】 

（1）2 回目の振り返りと 3 回目の目的説明 

（2）学生協働を円滑に進めるためのコミュニケーションの重要性について 

（3）グループディスカッション 

  学生とのコミュニケーションについて大切にしていること、現状の悩み等 

（4）学生協働で必要なスキル① 

マネジメントとリーダーシップ 

（5）学生協働で必要なスキル② 

  アサーティブコミュニケーション 

（6）グループディスカッション 

   今後、学生とのコミュニケーションをどのように行っていきたいか 

（7）全体共有 

 （8）3 回目のまとめと 4 回目の進め方の確認 

4 回目：自職場の学生協働のあり方を考え直す 

（1）1～3 回目の振り返りと 4 回目の目的説明 

（2）あり方を見直す際のポイントの再確認 

（3）個人ワーク 

  ・自職場の学生協働における仕組みとコミュニケーションにおける課題 

   ・課題解決のためのアクションプランの作成 

（4）グループディスカッション① 

   個人ワークの共有と相互フィードバック 

（5）個人ワーク 

   グループディスカッションの内容を踏まえて、アクションプランの修正 

（6）グループディスカッション② 

   アクションプランの修正案の共有 

（7）全体共有 

（8）研修全体のまとめ 

実施形態 オンライン形式 

研修報告大会 12 月中旬頃に開催（登壇者を研修内で募ります） 

３．受講条件 

資格・経験等 ①大学図書館における学生協働を既に実施している方

②今後大学図書館における学生協働の導入を本格的に検討している方

※上記①、②のいずれかに該当する方 

環境等 Zoom ミーティングを行うインターネット環境があれば参加可能です。 

以 上 
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東地区部会研究部 

2023年度 スキルアップ 研修 （電子リソース）コース案内 

１．概要 

研修コース名 スキルアップ研修（電子リソースに一から向き合う） 

期間（回数） 全4回 

曜日・時間 オンライン形式・午後3時間程度 

１回目：８月５日（土）13時00分～16時00分 

２回目：９月２日（土）13時00分～16時00分 

３回目：９月30日（土）13時00分～16時00分 

４回目：11月４日（土）13時00分～16時00分 

担当者 吉野 知義 （神田外語大学・大学図書館支援機構） 

２．詳細 

到達目標 この研修では、これから図書館の運営および管理を担う世代を主な対象

として、大学図書館には必要不可欠となった電子リソースの現状に改め

て向き合うことから始めます。そして、今後も増加する電子リソースの

基本的な理解を深め、利用促進から効率的な管理方法、資料や予算の構

成、人的リソースの構築を含む図書館全体を俯瞰した視点を持てるよう

になることを目指します。 

各回内容 電子リソースに特有の資料管理、コレクション形成、契約管理、技術的

課題などを解説とともに、受講者相互の状況の理解・共有を通して、学

内での利用促進、外部機関との連携等を含めた将来的な展望を持てるよ

うに進めます。 

なお、進行状況に応じて、簡単な課題を出す場合があります。 

1回目：電子リソースの現状をつかむ 

・アイスブレーク 

・電子リソースとは何か 

・電子リソースの成り立ち 

・他の図書館資料との関係性 

2回目：電子リソースの流通を見る 

・学術情報流通の中での電子リソース 

・Open Access 

・コンソーシアム 

・電子書籍と出版 

3回目：電子リソースの管理を知る 

・電子リソースを取り巻く技術 

・利用統計の活用 
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・契約、ライセンスの管理 

・ERMS（電子リソース管理システム） 

4回目：電子リソースの運用を考える 

・電子リソース運用に必要なスキル 

・学内での利用促進 

・図書館・大学運営における位置づけ 

・まとめ 

実施形態 オンライン形式 

研修報告大会 12月中旬頃に開催（登壇者を研修内で募ります） 

 

３．受講条件 

資格・経験等 電子リソースについて基礎から学びたい人。資格・経験は問いません。 

環境等 Zoomミーティングを行うインターネット環境があれば参加可能です。 

 

以上 



2023年度 初任者研修報告書 

私立大学図書館協会東地区部会研究部 2023 年度初任者研修 編集 

2024 年 2 月 15 日 発行 



 

1 

 

私立大学図書館協会東地区部会研究部 2023年度初任者研修 参加者 

横浜商科大学 図書館                 浅葉  洋樹 

東京女子大学 図書館                 海老原 千都 

帝京大学 メディアライブラリーセンター        粕谷  哉子 

駒澤大学 図書館                   越谷  容子 

聖徳大学 川並弘昭記念図書館             里内  多美恵 

慶應義塾大学 信濃町メディアセンター         佐山  のの  

盛岡大学 図書館                   渋谷  美妃 

立教大学 図書館                   武田  結衣 

慶應義塾大学 三田メディアセンター          手島  善人 

学習院大学 図書館                  中村  成吾 

東海大学 附属図書館                 野島  裕樹 

常磐大学 情報メディアセンター            長谷川 聖磨 

武蔵野音楽大学図書館                浜野  花奈子 

聖徳大学 川並弘昭記念図書館             藤   佳純 

東京女子大学 図書館                 堀越  利里 

津田塾大学 図書館                  松井  夏希 

成城大学 図書館                   松本  雄哉 

和光大学 附属梅根記念図書・情報館          山岸  仁美 

相模女子大学 附属図書館               山本  碧 

国立音楽大学 附属図書館               吉田  直輝 

立正大学 図書館                   吉野  和真 

日本体育大学 図書館                 渡邉  沙緒理  
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はじめに 

 

2023年 5月に新型コロナウイルス感染症が 5類感染症に移行してから、約半年が経過し

た。大学に目を向けると、対面授業が再開され、マスクの着用が個人の自由となっている。

筆者の大学図書館においても、制限されていた学外利用者の来館を再開する等、さまざまな

サービスの制限が緩和され、コロナ禍以前の状況に戻りつつある。 

その一方で、入館者数はコロナ禍前の水準まで回復していない。特に学生生活の半分以上

をコロナ禍中で過ごしてきた 3・4年生は大学図書館になじみがない傾向があり、彼らに図

書館に足を運んでもらうための広報活動に苦慮している。学生協働も再開されたが、学生同

士の引継ぎがコロナ禍によって断絶してしまった。コロナ禍の爪痕は、大学図書館にも未だ

深く残っているのが現状と言えるだろう。 

しかし、コロナ禍を経て、大学の教育・研究の DXが進んだこともまた事実である。電子

書籍や電子ジャーナル、データベースなどの電子リソースの重要性が増し、オープンサイエ

ンス時代における大学図書館の在り方に関する議論が加速した。図書館員の役割や求めら

れるスキルも、よりデジタルと紐づいたものに変化していくと考えられる。 

変革期にある大学図書館にあって、私たち新任の図書館員は、大学図書館の現状を理解し

たうえで、図書館員のあるべき姿を模索する必要がある。2023 年度初任者研修は、この問

題意識を講師および参加者が共有したうえで行われた。全 4 回・各 4 時間のオンライン研

修、および大学図書館の見学ツアーによって、大学図書館の業務について学ぶとともに、他

大学図書館の図書館員との交流を深めた。 

本報告書は、研修報告大会とあわせて 2023年度初任者研修の成果物として位置づけられ

るものである。研修の各回の趣旨、実施内容、各図書館で抱える課題、研修で得た学び等に

ついて、参加者で分担執筆した。執筆・編集を通して、各々が自身の持つ問題意識と向き合

い、研修内容への理解を深めることが、本報告書の目的である。 

 

 

文責  渋谷 美妃   （盛岡大学） 

山本 碧  （相模女子大学） 

吉田 直輝 （国立音楽大学） 
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第 1回 「これからの図書館の話をしよう！」 

 

①テーマの趣旨 

現在、デジタル化が加速する状況にあって、社会的に大学図書館が果たす役割の問い直し

が必要になっている。第 1回では、「これからの図書館の話をしよう！」と題した講演を通

し、大学図書館員に求められるスキルについて、利用者のニーズの観点から総合的に俯瞰す

ることを目的とした。 

 

②講演 

演 題 「これからの図書館の話をしよう！－大学図書館職員の DX－」 

講演者 高野 真理子 氏（大学図書館支援機構） 

 

1）未来の図書館像 

インターネットの普及により情報へのアクセスが容易化した 21世紀以降、資料保管庫と

しての図書館に期待を寄せない人が増加する傾向にあるのではなかろうか。しかしその一

方で、アクセスの容易さは整理・管理が追い付かない情報量をもたらし、結果として昨今で

は情報を取得選択するリテラシーの重要性が増している。 

このような社会環境において、図書館（員）の役割とはなんだろうか。それはまず個々人

が、情報を組織化する力と情報を使うナビゲート力を培い、その上でこれを使って利用者の

求める情報資源を的確に提供することによって、利用者に情報検索の付加価値を提供し続

けることだと考えられる。 

 

2）デジタル化社会における大学図書館の情報提供機能 

上記で述べたようなデジタル化社会において、殊に大学図書館では、資料やオンラインサ

ービスが多様化・高度化していることに伴い、「データ・ライブラリアン」「データ・キュレ

ーター」「データ・アーキビスト」「サブジェクト・ライブラリアン」といった、新しい専門

家が求められている。 

また、学生の読書離れが進んでいることや、コロナ禍で加速した非来館型サービスの拡充

により、学習支援機関としての機能が見直されている。これらの変革期にあって、大学図書

館員は、情報リテラシー教育、アクティブラーニング、インストラクショナルデザインなど

を踏まえ、大学図書館自体の役割を再定義する必要がある。 

 

3）利用者という文脈で捉えた図書館員のスキル 

今日では情報の二次利用や書誌データベースの充実によって、書誌情報が様々なレイヤ

ーで混在している。これに対し、図書館員は書誌情報を適切に読み取る、目録上の書誌情報

からその資料をイメージするといった、学術情報資源に関する知識・想像力を涵養する必要

がある。このようなスキルは、膨大な情報の中から適切な文献を選別する指標を持ち、利用

者と利用者の求めるものを適切に繋ぐサポートを行う上で、有益であろう。 
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③学びと考え 

インターネットを通じて誰もが手軽に情報にアクセスできるようになり、玉石混交の情

報が氾濫する状況下で、利用者の求める情報を的確に提供するスキルが今まで以上に図書

館員に求められるようになった。近年では、学問の細分化・学際化、学生の多様化、コロナ

禍に端を発した急速なオンライン化、さらには生成 AIの登場など、大学図書館を巡る状況

は刻々と変化している。 

私たち図書館員は、従来の大学図書館の役割を継承しつつも、時代の変化に対応する、新

たな「ライブラリアン」を目指さなければならない。その為には、社会や利用者のニーズに

アンテナを張り、積極的に仕事に取り組む必要がある。図書館界および社会全体の動向を注

視しながら、研修への参加や他大学の職員との交流を通し、変化に対応する図書館員として

研鑽を続けたい。 

 

 

文責  越谷 容子  （駒澤大学） 

里内 多美恵 （聖徳大学） 

藤  佳純  （聖徳大学） 
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第 2回 「バーチャルライブラリーツアー 動画試写会」 

 

①テーマの趣旨 

2019 年度までは大学図書館の見学ツアーを行っていたが、新型コロナウイルス感染症に

より対面でのツアー実施が難しくなった。その代替として、2021 年度から、各参加者が作

成した図書館紹介動画を視聴する「バーチャルライブラリーツアー」を実施している。第 2

回では、短時間の動画で自館の魅力を発信する技術を磨くこと、他館の施設や取り組みを見

学し参考にすることを目的とした。 

 

②課題・実施内容 

<課題> 

約 5 分の自館の紹介動画を制作する。動画の形式や使用するツールに制限はなく、動画

の対象者についても新入生、新任教員、学外者、一般広報、他大学図書館など各自で設定を

する。 

 

<実施内容> 

Zoomの画面共有機能を用いて各参加者が制作した図書館紹介動画を視聴後、逐一制作者

の解説および講師からの講評が行われた。研修の最後に最優秀賞の投票が行われ、聖徳大学

の藤佳純さんが受賞した。 

 

③学びと考え 

使用ツールに特段の指定はなかったため、PowerPointから PCの動画編集ソフト、はた

またスマートフォンの動画編集アプリケーションに至るまで、様々なアプローチが見受け

られた。また、視聴対象や投影シーンなどの詳細も自由に設定できたことから、各館の事情

なども考慮した、画一的ではないシチュエーションの動画を視聴できた。 

各動画には創意工夫がなされており、例えばナレーションの入れ方ひとつをとっても、肉

声を当てるか、合成音声を採用するかによって一長一短がある。参加者の肉声によるナレー

ションは自然で親近感を覚える一方で、合成音声によるナレーションは明瞭で聞き取りや

すかった。館内での使用を想定して、あえて無音を採用している動画もあった。 

動画の形式は多種多様であったが、いずれも施設やサービスの特徴が明確に伝わってき

たのが印象的だった。加えて、制作者の解説において各動画の想定場面、意図が明かされる

ことで、動画の形式によって効果的な活用方法が異なることを実感した。一例としては、し

っかりとした内容で BGM やナレーションが豊かな動画は学外への広報素材として有用で

ある一方、ノイズの観点で館内での利用案内には向かない。翻ってシンプルかつ無音の利用

案内は、館内のデジタルサイネージなどで繰り返し投影するのに向いている。 
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今回は自身の動画作成のみならず、多彩な動画を視聴することで、あたかもツアーよろし

く他館の様子を端的に掴めたとともに、動画の広報可能性について考えを深めることがで

きた。この経験を活かし、多くの利用者に図書館の魅力を伝える技術を磨いていきたい。 

 

 

文責  浅葉 洋樹    （横浜商科大学） 

手島 善人  （慶應義塾大学三田） 

浜野 花奈子  （武蔵野音楽大学） 

渡邉 沙緒理   （日本体育大学） 
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夏季見学ツアー 

 

①ツアーの趣旨 

初任者研修の前身である研修分科会では、例年 8 月に大学図書館の見学ツアーを対面で

実施していた。新型コロナウイルスの感染が拡大した 2020年度以降は実施を見合わせてい

たが、今年度は 2023年 5月に感染法上 5類に移行されたことに伴い、感染対策の上で実施

されることとなった。見学先は、駒澤大学図書館、日本女子大学図書館、学習院大学図書館

というここ数年で開館した新しい大学図書館 3 館であり、各館職員の説明を受けながら館

内を見学した。 

本ツアーを通して、各館の概要や構造上の特徴、サービスの創意工夫等を学び、自館との

共通点および相違点を把握することによって、今後どのようなサービスを展開するべきか

検討することを目標とした。 

 

②各大学図書館の概要 

見学先の 3館の学生数、収容可能冊数、建物の延べ床面積は以下の通りとなっている。 

 

 学生数 収容可能冊数 建物の延べ床面積 

駒澤大学図書館 約 14,000人 約 108万冊 11,000㎡ 

日本女子大学図書館 約 8,000人 約 70万冊 7,000㎡ 

学習院大学図書館 約 9,000人 約 112万冊 8,000㎡ 

※日本女子大学の学生数は、通信教育課程を含む。 

 

③見学内容・学び 

＜駒澤大学＞ 

2022 年 10 月に完成した図書館で、集密書架を多く設け、全面開架を目指した構造が特

徴である。また、閲覧が中心のエリア、集密書架が中心のエリア、発話可能なエリアなど、

様々な利用目的に対応してゾーニングされている。集中できる環境やリラックスして議論

できる環境など、エリアごとの目的に合わせて閲覧席の家具に工夫が施されていた。また、

大学の歴史を学ぶことができる展示コーナーや、準貴重図書の入庫探索が可能な特別資料

庫と優先の閲覧席が設けられており、準貴重図書についても可能な限り利用者に届くよう

制度設計がなされている。貴重書庫の防虫対策には特に力を入れられていた。 

図書館員の方々の取り組みにも、様々な工夫があった。例えば、1階エントランス付近に

は、様々な図書の展示や、電子書籍の該当サイトに繋がる QRコードの展示があり、サイネ

ージには閲覧席等の混雑状況が表示されていた。 

これらの構造的特徴や図書館員の方々の取り組みは、利用者に対しより多くの資料との

出会いを促し、また多様な利用者に寄り添う心遣いを感じられるものであった。図書館で働

くにあたり、利用者の立場を常に考えるという視点は必要不可欠であり、私自身も取り入れ

るべき重要な行動指針であると考えた。 
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＜日本女子大学＞ 

目白・西生田キャンパス統合に伴い、2019年 4月に開館した図書館である。ラーニング・

コモンズさくらには閲覧席や集団利用が可能な席、ベンチのほか、フロアを取り巻くように

配されたスロープ上には、個室（グループ研究室）が設置されている。図書館がガラス張り

となっており、開放感のあるスペースとなっていた。吹き抜けが導入されている点や、書架

と書架のスペースが広い点など、工夫が施されており、居心地の良い図書館だと感じた。ま

た、カウンター付近には PCが設置され、さらにノート PCの貸出も行っており、本の閲覧

のみならず、自学自習に励むことができる環境が用意されていた。 

従来の図書館はただ本がある場所というイメージを払拭できるような、環境整備が施さ

れており、学園の象徴になる可能性を感じた。 

 

＜学習院大学＞ 

2023年 4月に開館した、知と出会う場所、知をつなげる場所、知をはぐくむ場所という

3つの「知」をキーワードにした図書館である。ここでは特徴として 2点報告する。 

一つ目の特徴は、「階層による目的別ゾーニング」である。2 階から 4 階を中心とした低

層階には、アクティブラーニングエリアやグループ学習室などがあり、利用者が互いに会話

しながら学習できるフロアだった。一方で、5階以上の高層階には、書架の他にミニ研究室

のような個人学習室もあり、一人で集中して学習・研究できる空間が整備されていた。また、

観葉植物を取り巻くように設置された閲覧席や、読書用のゆったりとした一人掛けソファ

など、施設全体として学生がオンとオフの切り替えがしやすい空間になっていた。 

二つ目の特徴は、「書架への自由なアクセス」が挙げられる。11階の貴重書を除くすべて

の資料を、利用者が自由に手に取ることができるように整備されていた。8 階から 10 階の

集密書架も開架式を採用していた。これによって、利用者は目的の資料だけではなく、その

周りにある関連する資料も直接見て手に取ることができる。新たな資料との偶然の出会い

によって、ひらめきや連想が呼び起こされることが期待される。 

 

④まとめ 

各館とも、明るく広い空間が印象的だった。天井が高く窓も多い構造によって、外光が館

内まで行き渡るような工夫がなされていた。また、開架率の向上に対する意識が高い点でも

共通していた。書架の狭隘化という課題を抱えながらも、集密書架や壁面書架を採用するこ

とで、可能な限り開架を目指していた。各館の課題意識を基に、綿密に計画された図書館で

あったと言える。 

図書館業務の参考になる多くの取組みがあり、私たち初任者にとって実りある見学ツア

ーであった。大学図書館を取り巻く環境の変化に対応し、充実した利用者サービスを提供で

きるよう、課題意識を持って日々の業務にあたっていきたい。 

 

文責  武田 結衣 （立教大学） 

野島 裕樹 （東海大学） 

吉野 和真 （立正大学） 
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第 3回 「電子リソース」 

 

①テーマの趣旨 

大学図書館は紙媒体の資料だけでなく電子リソースも扱っており、資料全体に占めるそ

の割合は決して小さくない。コロナ禍を経て、大学図書館と電子リソースは殊更切り離すこ

とができなくなったと実感している。第 3 回では、日々の業務で電子リソースに接する参

加者が、その成り立ちや特徴について学び、考えることを目的とした。 

 

②課題・ディスカッションの内容 

＜課題＞ 

各館における電子リソースの困りごと、および電子書籍の利用促進の取り組みを調べ、ス

ライドにまとめた。 

 

＜ディスカッションの内容＞ 

全体で 1 人ずつ事前課題について発表した後、5～6 名のグループに分かれて議論した。

筆者のグループでは、電子リソースの利用促進と、電子書籍の選書基準に焦点を当てて話し

合った。 

電子リソースの利用促進については、電子図書館サービス LibrariEの利用が伸び悩んで

いることが話題に上がった。電子リソースの充実は学習活動にも影響を与えるものであり、

利用促進のために講習会やイベント等で広報することが課題であるという結論に至った。 

電子書籍の選書基準については、シラバス指定図書に加えて、キャリア支援関連資料や旅

行書などの消耗品を電子書籍で購入している事例が多かった。教員との連携を図りながら、

各学科で利用の多い資料を調査することの重要性について議論した。 

 

③講演 

演 題 「電子リソースの達人を目指して」 

講演者 吉野 知義 氏（神田外語大学・大学図書館支援機構）  

 

本講演では、「電子リソース」を電子ジャーナル、電子書籍、データベースの 3つに大別

し、それぞれの特性について、学術情報流通という観点から見ていった。各リソースの成立

過程を端緒とし、提供元の違い、国内外の事情の他、Electronic Resources Management 

System導入の可能性に至るまで言及された。 

最後に、各館で契約している電子リソースが在籍者であれば利用可能であること、学習・

研究活動に有用であることを積極的に広報することが重要であり、その手段の一つとして

電子リソースをマッピングして示す方法が示唆された。 

 

④学びと考え 

事前課題の発表にて、電子リソースに関する問題は、価格高騰への対応など共通して抱え

ているものと、各館に固有のものがあるということがわかった。また、電子書籍の利用促進
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の取り組みについてのディスカッションは、各館の特色や特性を生かした工夫を知ること

ができたよい機会であった。 

大学図書館では、様々な電子リソースを各担当者によって異なる側面から取り扱ってい

る。職員数が比較的多い館では、複雑な様相を呈する電子リソースの一側面しか知り得ない

ということもあるだろう。今回の研修のように一度基本に立ち返って学ぶことは、電子リソ

ースをめぐる現状を俯瞰することにつながる。その上で、この学びは各館が直面している課

題解決の糸口、他担当者の業務に対する理解、ひいては利用者サービスの向上にも役立つも

のと思われる。 

 

 

文責  海老原 千都    （東京女子大学） 

佐山  のの （慶應義塾大学信濃町） 

山岸  仁美      （和光大学） 
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第 4回 「学生協働を活かすには」 

 

①テーマの趣旨 

大学図書館における様々な「学生協働」は、多くの大学図書館で進んでいる、あるいはこ

れから始めようと考えられているのではないだろうか。第 4 回では、図書館の視点から学

生協働の定義やその意義を再考し、大学全体ひいては広くステークホルダーを巻き込んだ

具体的な実践について検討することを目的とした。 

 

②実施内容 

＜事前課題論文＞ 

「大学図書館における学生協働とは何か」 

岡野裕行. 情報メディア研究. 2019, vol. 18, no. 1, p. 29-40.  

 

＜講演＞ 

演 題 「大学図書館における学生協働の本質を考える」 

講演者 豊田 哲也 氏（株式会社日本能率協会マネジメントセンター・大学図書館支援機

構・元立命館大学図書館） 

 

1）事前課題論文「大学図書館における学生協働とは何か」の解説 

本論文で岡野は、大学図書館における学生協働を「学生自身がさまざまな人たちの活動に

触れながら協働関係を結び、新たなつながりと成果を生み出す場の創出を可能とする関係

のデザイン」と定義する。学生協働の主体は学生であり、図書館員を含む教職員は対等な視

点を意識しながら、図書館や大学の制約に囚われない形で環境整備に動く必要があるとし

ている。 

 

2）講義「大学図書館における学生協働の本質とは何か」 

講義の始めに「学生協働の目的は学生の学びと成長を支援することではないか」と問題提

起が行われた。支援の方向性を決める判断軸のために、大学の建学の精神や教学理念に沿う

ことを意識しつつ、図書館職員は学生に対してどのような姿になって欲しいのかといった

ビジョンを再認識することが重要とのことであった。 

また、立命館大学図書館で過去に行われていた学生協働の取組事例や工夫について紹介

があり、単に学生に業務を任せるだけではなく、図書館業務のマニュアル作成や業務研修を

学生自身に行ってもらう、主体性や指導力の向上を目的とした試みが共有された。 

 

③ディスカッションの内容 

4人前後のグループに分かれ、課題論文および講義の感想についてディスカッションを行

った。 

 

 



 

13 

 

＜課題論文の感想＞ 

各館で行っている学生協働の取り組みを共有し、意見交換を行った。司書資格取得を目指

す学生のアルバイト採用や、クラブ活動イベントの他部署との共催等が挙げられたほか、図

書館紹介動画を学生が作成する興味深い取り組みもあった。 

 

＜講義の感想＞ 

大学図書館における学生協働の意義を再考し、それを図書館サービスの形でどのように

展開することができるかという点において、今後意識すべきと考えられることを共有した。

その後、Zoomのチャット機能を使用して、全体で意見を共有した。学生を信頼して共に仕

事をすること、学生とビジョンを共有することの大切さを感じたという意見が挙げられた。 

 

④学びと考え 

これまでは学生協働を利用者・図書館職員の手伝いと捉えている部分が大きかったが、今

回の講義とグループワークを経て、学生の学びと成長を支援することを意識し、大学図書館

と学生との繋がりを作っていく機会を積極的に設けたいと考えに変化が生まれた。 

その上で、そのビジョンに建学の精神や教学理念などを反映し、大学全体として学生協働

へ取り組むことができれば、学生同士はもちろんのこと、教員や職員のみならずその他多様

なステークホルダーとの関わりの機会が得られるだろう。さらにはこの機会をきっかけに、

在学中のみならず卒業後も続く、長期的な関係を築くことができるかもしれない。 

今後は、本研修のように他大学の職員とのディスカッションや、大学全体での実践と振り

返りなどを重ね、より具体的な学生協働のあり方を模索していきたい。 

 

 

文責  粕谷 哉子  （帝京大学） 

長谷川 聖磨 （常磐大学） 

松井 夏希 （津田塾大学） 
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おわりに 

 

新型コロナウイルス感染症の 5 類移行後、社会全体として徐々に対面コミュニケーショ

ンの機会が取り戻されるようになり、その代えがたい価値を実感したことは周知のとおり

である。他方で、同期間にデジタルテクノロジーの有用さが浸透したことは疑いない。今般

ではビジネスシーンのみならず大学においても、合理性や配慮の観点から教育・研究の DX

が見て取れる。 

社会全体がコロナ禍以前とは異なる様相でアフターコロナ時代を志向する最中、図書館

においても新たな図書館像が模索されている。ではアフターコロナ時代の図書館像とはど

のようなものか。それは決して明示的なものではなく、我々の日々の試行錯誤の中で体現さ

れ、様々な場での議論を経て、後に振り返ることで語られ得るものであろう。このような時

節にあって、本研修に参加したことは特筆に値する。 

さて、本研修はその回数を昨年度より減らしつつも、臨時ツアーを含む全 5 回にて開催

された。Zoomでの開催を原則としつつ、一部は対面での実施が叶った。コロナ禍をアクチ

ュアルに経験してきた我々参加者にとって、4年ぶりの対面ツアー開催は感慨深いものにな

ったのではなかろうか。 

ツアーについてさらに言及したいのは、対面ツアーとバーチャルライブラリーツアーの

双方を開催できた点である。対面ではその図書館の空気、質感をまさに「肌」で感じること

ができ、筆舌に尽くし難い経験となった。一方で、バーチャルツアー試写会では各館の多彩

な特徴のみならず、動画のツールとしての活用可能性、広報手段としての魅力など、多くの

学びがあった。リアルとバーチャルを対比的に経験できたことは、単なる機会としてそれを

享受するのみならず、発展的に考察を深める上で有意義であった。 

その他の回では、各テーマに沿った講演およびディスカッションにて構成された。詳細は

各回の報告を参照されたいが、研修全体を俯瞰してみれば、第 1 回では総論、第 3 回では

資料論、第 4 回ではサービス論とバランスよく、かつユニークな軸を持った内容であった

ように思われる。 

また、本研修では単なる座学に留まらず、積極的にグループワークが取り入れられ、参加

者同士の交流の機会も盛んであったことも記しておきたい。時には与えられた課題から逸

れて、各館の事情や参加者自身の抱える悩みの共有へ派生することもあったが、その点も研

修の醍醐味であったと確信している。半期に一度は懇親会を実施できたことも、タイミング

と繋がりに恵まれてのことである。 

本研修の目標は「現場で活躍できる人材」、「変化・成長し続けられる人」、つまりは「主

体的で能動的な学習者」となることであった。振り返って思うことは、研修を経て図書館お

よびその周辺環境が直面する動態について、様々な角度から理解を深めることができたと

いう点である。初任者とはすなわち未熟であることは事実だが、一方で未来に可能性が開か

れているということもできるのではなかろうか。先述の通り、これからの予見不可能な図書

館像を築いてくという自負を持ちつつ、主体的・能動的に日々の業務に邁進したいと気持ち

を新たに奮う次第である。 

最後に、本研修の実施にあたっては多くの方のご協力があった。まず、研修全体を企画・
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運営してくださった私立大学図書館協会東地区部会研究部の皆様、そしてご担当くださっ

た NPO 法人 大学図書館支援機構の高野氏に厚く御礼を申し上げる。さらに各回でご講演

くださった講師の皆様、対面ツアーにご協力いただいた駒澤大学図書館、日本女子大学図書

館、学習院大学図書館のご担当者様および調整いただいた参加者にも、改めて感謝の念を示

したい。 

 

 

文責  手島 善人 （慶應義塾大学三田） 

 

 

                  編集総括  手島 善人 （慶應義塾大学三田） 

                        吉田 直輝 （国立音楽大学） 
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